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6 月の木材価格・需給動向 

  

１．国産材(北関東) 

栃木県の原木生産は降雨の影響もあり若干減少。県北地域は 6 月から皆伐

を中心に本格的な生産が始まる予定。梅雨期は間伐中心の作業となり間伐材、

小径材の入荷が多い。工場の原木引取りはスギが若干鈍い。市況は全般的に

保合で推移。虫害もありスギ 4.0ｍ、30cm 上曲がり材が売りづらい。スギ 4.0

ｍの 34cm 上と 40cm 上の曲がり材は値下がり傾向。ヒノキは 3.0ｍ、4.0ｍ共

に保合から弱保合で推移している。 

群馬県では原木集荷は順調だが、ダブつき感がある。今年は虫害が早そう

である。製材工場の操業率は通常の 80％程度。首都圏の製品市場からの受注

は低調で地場の仕事も少ない。売れ行きは例年の 7 割程度で全ての製品で在

庫が多く、グリーンの下地材の動きが悪い。注文が小ロット化しており売上

につながらない。 

 

２．米材 

4月の米国住宅着工数は前月比5.6％増の136万戸（年率換算）に止まった。

北米製材品価格は工場の採算点近辺を浮揚しており、更なる減産や工場閉鎖

が予想される。米国の港頭在庫は潤沢な状態、カナダでも原木生産は順調で

平常に戻っている。夏場の乾燥による Fire Closure(森林火災防止の入山規

制）は今のところ見られない。米マツ IS 級並の 6 月積み対日輸出価格は未確

認情報ながら前月比横ばいの$940/千 SCR で決着した模様。ランダムレングス

紙発表の 15 種平均価格(6/5)は$388/M、5 月頭に比べ 4.1％の上昇となってい

る。 

4 月原木入荷は 135 千 と平常ペースに戻った。中・四国が 120 千 で 4

月も非常に偏っている。1～4 月累計では 535 千 （前年同期比 16.6％減）。

出荷は 159 千 と前月比増加、1～4 月累計では 567 千 （同 7.4％減）。在庫

は前月より減少し 165 千 、在庫率は 1.22 ヵ月。東京木材埠頭の 5 月製品入

荷は 17 千 (前月比 14.1％増)、出荷は 13 千 (同 4.0％減)、在庫は 46 千 

(同 9.7％増)。羽柄材では安い国産材への樹種変更がかなり目立つ。最大手で

は欧州集成材の値上がりに歩調を合わせ､8 月出荷から米マツ平角を値上げす

る模様。 

 



３．欧州材 

  産地サプライヤーは第 2・四半期の受注は 70％程度を取ったと見られ、フ

ル生産で受注を消化中である。現在は第 3・四半期交渉に向けて準備段階だが、

日本側ではプレカット工場の稼働が回復せず、発注量を抑える模様である。

円安進行で間柱類は日本側の抵抗が厳しく、一部ユーロ価格を下げざるを得

ない状況だが、集成材はまだ強い。間柱類は遅れていたものが入荷しており

不足感は無い。荷動きは停滞気味で値上がりの兆しは無い。集成柱・梁も遅

れていたものが入荷しており、需給バランスは取れている。ラミナのコスト

高により欧州産集成材、国内集成材ともに先高感が強い。とくに RW 集成梁が

強い。東京港の 5 月製品入荷は 17 千 と順調だが、フィンランドのストや夏

季休暇の影響で 7～8月は入荷減少の可能性が大きい。出荷は 13千 で減少、

在庫は 34 千 と増えている。 

 

４．北洋材 

 産地では夏伐採は始まっていない。中国からの引き合いは依然低調だが、

ウズベキスタン等向けの低グレード品の引き合いは堅調である。アカマツ原

板のオファー数量は極めて少ない。アカマツ完成品では$600/ 近い価格が標

準で$620 あたりへの買いも聞こえる。シッパーは強気姿勢を崩しておらず、

天井感の形成が容易ではない。国内ではロシア材の独歩高に警戒感はあるも

のの、先行き品不足から 10 万円台半ばの価格水準が定着している。アカマツ

は代替材への転換が意外なほど起きていない。国内北洋材工場では原板在庫

が極めて薄く、引き合いは強いが全てには応えられない状況。現地挽き完成

品の再仕分けが恒常化している。5 月の製品入荷（東京＋川崎）は 12 千 と

若干増加したが、産地の生産意欲の低下やコンテナ出荷不調で大きくは増え

ない状況が続くだろう。出荷は 12 千  と低位安定。在庫は 22 千 と若干増

加した。 

 

５．合板 

合板用原木の入荷は全国的に順調で不足感は見られない。5 月も合板メーカ

ーは平均して 20％前後の減産を継続している。合板メーカーの 5 月販売価格

は4月より一段と値上げとなったが、メーカーの期待価格には達しておらず、

値上げ幅も微増である。国産合板は 4 月に一旦値上げに動いた影響で底値か

ら脱して一段高値で流通したが、荷動きは芳しくなく値上げ幅は小幅で推移。

4 月の合板生産量は 21.3 万 。うち針葉樹構造用合板の生産量は 19.1 万 、

出荷量は 19.0 万 で在庫量は 14.5 万 となった。輸入合板は日本国内の先

行き不透明感から現地へオーダーは乏しい状況。4 月の合板輸入量は 17.4 万



 で前月比 105.7％、前年同月比 115.3％。今後も 17 万 前後と予想される。

インドネシアの各工場の生産量は日本からの注文が伸びず約 20％の減少。 

 

６．構造用集成材（国内産） 

 5 月のラミナ入港量は通常の 8 割程度と少ない。スエズ運河の使用取り止め

でラミナの欠品が懸念されるが、需要低迷で在庫量を絞る動きも見られる。現

在入港の第 1・四半期契約のラミナ価格は 420～460/ 程度で輸入コストは上

昇傾向にある。荷動きは全国的に停滞気味であるが、集成材市況は原価、運賃

の上昇により強含み。国内集成材メーカーの販売は前年同月比 80～90％、在

庫は適正水準である。4 月の構造用集成材の輸入量は小断面 27,570  （前年

同月比 81.7％増）、中断面 22,560  （同 46.6％増）となった。 

 

７．木材チップ(東海) 

  原木は製紙・バイオマス発電用とも小径材(C 材)の需要が多く、慢性的な不

足感が継続。燃料材は解体物件の減少、工場残材の発生減、集荷競合の激化に

伴い、建廃・残材の入荷は減少。用紙・板紙とも製紙用チップの消費は減少傾

向。夏場にかけて大手製紙会社の連続定期修理が多いが、今年は一部大手では

受入を停止しない方向。バイオマス発電系では旺盛な消費か継続している。チ

ップ工場では国産材チップ原木の集荷増の基調は変わらない。製紙とバイオマ

スのバランスと定期修理の状況を見ながらの生産となっている。 

 

８．市売問屋 

  材木店の仕事が少ないため、国産材は値段を下げても売りづらい状況にあ

る。市の来場者は相場の様子見が多い。スギ、ヒノキ構造材とも弱含みが続

きそうだ。造作材では安い国産材が売れるが、量が出ない。アカマツ製品の

品不足による値上げに付いていける材木店と付いていけない材木店に分かれ

てきた。プレカット工場の稼働も思ったほど良くならない。 

 

９．小売 

  首都圏では荷動きが低調で耐えるしか無い状況にある。運賃上昇や為替の

円安、アカマツ製品の供給減など厳しさがしばらく続きそうだ。国産材構造

材は弱含みから若干値下がりしている。戸建て住宅需要の不振で昨今のコス

ト高を価格に転嫁出来ていない。外材構造材もコスト高が続くが価格に転嫁

出来ていない。WW 集成管柱や RW 集成平角は今後の入荷減少や価格上昇を勘案

すると値上げしたいところだが、値上げには至っていない。造作材では都営

住宅に米ツガが多く使われているが、価格の上昇に伴い、スギ、ヒノキに樹

種変更となる物件が増えている。 
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1. 主要外材入出荷在庫量
入荷量 出荷量 在庫量

米  材 丸　太 → → →
製材品   → →

欧州材 製材品   →   
北洋材 製材品 → → →
注）北洋製材品は東京・川崎 ↑　 急増・急上昇

 　　増加・上昇

2. 合板供給量 →   横ばい

     減少・低下

計 インドネシア マレーシア ↓   急減・急落

→ → → →

3. 価格動向
樹材種 形  状 取引条件 動向

国産材 丸  太 卸売価格 →
（北関東、県内産 →

市場土場渡し） →
→

製材品 首都圏・市売り →
（関東近県産 価格 →
板は東北産） →

→
スギタルキ3.0×4.0×3.65m →

→
→
→
→

米  材 丸  太 産地価格 →
国内卸売価格 →
(京浜・ｵﾝﾄﾗ)

製材品 東京・問屋店頭 →
(カナダ産・ 渡し価格 →

現地挽き） →
（国内挽き） →

欧州材 製材品 東京・問屋店頭 ↑

渡し価格 →
北洋材 製材品 北陸・ｵﾝﾄﾗ アカマツ原板(KD) 40×165 1～3等  

京浜・ｵﾝﾄﾗ  
 

構造用 国内産 東京・問屋店頭 ↑

集成材 渡し価格 レッドウッド集成梁 JAS 105×150～360×3.985 ↑

 
欧州産 〃  

レッドウッド集成梁 JAS105×150～360×3.985  
合  板 国  産 東京・問屋店頭 →

渡し価格 →
→
 

注）令和6年4月調査よりレッドウッド集成梁（国内産、欧州産）、アカマツ原板を追加

アカマツ (KD）24×28桟木

タイプ2  F☆☆☆☆  4.0mm厚 3×6
型枠  12.0mm厚 3×6
針葉樹構造用  12.0mm 3×6 F☆☆☆☆

ﾎﾜｲﾄｳｯﾄﾞ 集成柱 JAS 5ﾌﾟﾗｲ

ホワイトウッド集成柱　JAS 10.5×10.5×2.985

タイプ2  F☆☆☆☆ 2.3mm厚 3×6

スギ　無化粧 JAS 5ﾌﾟﾗｲ

米ツガ桁角(KD) Std&Btr S4S 10.5×10.5×4m

ＳＰＦ　２×４　J-Grade　R/L
米ヒバ土台角(GR) Std&Btr 4・13/16'' 13'

米マツ平角(KD) 特等 10.5×24.0×4m

アカマツ（KD）30×40上級

ﾎﾜｲﾄｳｯﾄﾞ ﾗﾐﾅ 2.4×11.0×3m上 ラフ乱尺
〃 間柱類 3.0×10.5×2.985m S4S FOHC

ヒノキ柱角(KD) 12.0×12.0×3m 特等

ヒノキ土台角(KD) 12.0×12.0×4m 特等
米マツ ISタイプ
米マツ ISタイプ コースト

ヒノキ柱角(KD) 10.5×10.5×3m 特等

ヒノキ土台角(KD) 10.5×10.5×4m 特等

ヒノキ柱材 (3m) 2等
ヒノキ中丸太 (4m) 2等
スギ柱角（KD） 10.5×10.5×3m 特等
スギ柱角（KD） 12.0×12.0×3m 特等
スギ間柱（KD） 10.5×3.0×3m 特等
スギ加工板 1.3×18.0×3.65m 特等

参考資料

矢印の表示は今月に
対する翌月の動向
を、下記の様に示し
たものである。

樹種・寸法等
スギ柱材 (3m) 2等
スギ中丸太 (3.65m) 2等

国内
製造量

輸    入    量
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